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議長、副議長を選出 ...............2. 3 

やぶさめ

・上田城跡公園で流鏑馬

新緑が美 しい上回城跡公闘で 5月5日、

鎌 倉市の 「流鏑馬」が市制70周年を記念

して行われました。演武した のは武田流

司家 の金子 四郎家教さ んの一門。鎌 倉 時

代の狩装束の武者 6人が馬にまたがり、

約170mの特設馬場を疾走しながら次々

と矢 を放ち、見事的中すると 5千人を超

える観客から大きな拍手がわ きました 。

6月は環境保護月間…ー・…・・・…一.........….4・5

悩みごとは公害防止指導員ヘ…………………・・・ 6

健康メモ・・……………・・・……………………・・ー… 8
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市民の動き (5月1日現ぜd 総人口118，596人(+609)/世帯数38，301(+566) ( )内は前月 比です。



議長に葦沢さん

副議長に上原さん選出

五
月
十
六
日
、
市
議
会
臨
時
会
が

聞
か
れ
、
正
副
議
長
選
挙
、
監
査
委

員
の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
長
に
は
葦
沢
達
さ

ん
、
副
議
長
に
は
上
原
憲
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

監
査
委
員
に
は
、
桜
井
啓
喜
さ
ん
(
議

会
選
出
)
と
久
保
田
直
人
さ
ん
(
学

識
経
験
)
が
、
市
議
会
の
同
意
を
得

て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
あ
い
さ
つ 医

師
、
市
議
七
期
、
七
十
一
歳

森

副議長

上原憲さん

農
業
、
市
議
四
期

石
神

四
十
六
歳

上
田
市
議
会
議
長

こ
の
た
び
の
市
議
会
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
薦
を

い
た
だ
き
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

市
制
施
行
七
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
記
念
す
べ
き
こ
の
年
に
、
市
政
推

進
の
た
め
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

を
深
く
感
じ
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

、
'--

葦

沢

達

い
ま
す
。

消
費
税
導
入
の
税
制
改
革
が
、
地

方
自
治
体
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て

く
る
の
か
、
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し

て
き
て
お
り
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
員

各
位
を
は
じ
め
市
理
事
者
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市

h
コ
ミ
飢

劃

董
E

踏

摺桜

自
営
業
、
市
議
三
期
、
五
十
七
歳

北
常
田

監査委員

久保田直人さん

学
校
法
人
長
野
学
園
理
事
長
職
務

代
行
、

六
十
三
歳
、
黒
坪

民
の
ご
期
待
に
こ
た
え
る
べ
く
、
厳

正
に
し
て
適
切
な
議
会
運
営
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
議
決
機
関
と
し
て
の

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
の
議
員
活
動
の
経
験
と
反

省
の
上
に
立

っ
て
、
専
心
努
力
を
い

た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

常
任
・
特
別
委
員
会

[2] 7 

市
議
会
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員

会
の
構
成
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

。
は
委
員
長
、
。
は
副
委
員
長

広報うえだ1.6. 

-
常
任
委
員
会

任
期
二
年
。

マ
総
務
文
教
委
員
会

。
小
泉
連
夫
、

O
高
遠
和
秋
、
桜

井
啓
喜
、
茅
野
光
昭
、
竹
田
忠
一
、

竹
内
義
憲
、
今
井
正
昭
、
堀
内
伝

マ
産
業
経
済
委
員
会

。
甲
固
定
男
、

O
藤
原
信
一
、
川

上

清
、
斉
藤
吉
栄
、
池
上
一
巳
、

成
沢
捨
也
、
母
袋
悦
男
、
中
村
寛

マ
厚
生
委
員
会

。
松
崎
喜
一
、

O
水
出
忠
幸
、
松

野
量
平
、
寺
島
昭
夫
、

矢
島
昭
八
、

小

池

重

徳

、

葦

沢

達

、

上

原

憲

マ
建
設
水
道
委
員
会

。
加
藤
一
幸
、

O
土
屋
勝
利
、
腰

原
徳
一
、
瀬
下
司
、
長
谷
川
忠
男
、

石
井
重
義
、
小
山
正
俊

-
特
別
委
員
会

任
期
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
二
年
。

マ
別
所
線
対
策
特
別
委
員
会

。
茅
野
光
昭
、

O
小
泉
連
夫
、

葦

沢
達
、
上
原
憲
、
斉
藤
吉
栄
、



竹
内
義
憲
、
水
出
忠
幸
、
甲
固
定
男、

加
藤
一
幸
、
池
上
一

巳

マ
国
道
バ
イ
パ
ス
特
別
委
員
会

。
川
上
清
、

O
藤
原
信
一
、
葦

沢

達

、
上
原
憲
、
腰
原
徳
一
、

石
井
重
義
、
母
袋
悦
男
、
堀
内
伝
、

竹
田
忠

一
、
長
谷
川
忠
男

マ
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

。
長
谷
川
忠
男、

O
水
出
忠
幸
、

葦
沢
達
、
上
原
憲
、
松
野
量
平
、

桜
井
啓
喜
、
成
沢
捨
也
、
瀬
下
司
、

寺
島
昭
夫
、

小
山
正
俊

マ
高
速
自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会

。
土
屋
勝
利
、

O
寺
島
昭
夫
、
葦

沢
達
、

上
原

憲
、
川
上

清、

松
崎
喜

一
、
斉
藤
吉
栄
、
今
井
正
昭
、

藤
原
信
一
、

矢
島
昭
八

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
委
員
が
、
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
(敬
称
略
)

O
は
委
員
長
、
。
は
副
委
員
長

。
瀬
下
司
、

O
矢
島
昭
八
、
桜

井
啓
喜
、
斉
藤
吉
栄
、
成
沢
捨
也
、

今
井
正
昭
、
茅
野
光
昭
、
竹
田
忠
一

、

各
種
議
員
お
よ
び
委
員

任
期
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
二
年
。

(敬
称
略
)

マ
農
業
委
員
会
委
員

川
上

清

、
小
池
重
徳
、
竹
内
義

憲
、
小
山
正
俊

マ
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議

会
議
員

松
野
量
平
、
水
出
忠
幸
、
土
屋
勝

利
、
竹
田
忠

一、

池
上
一

巳、

葦
沢

達
、
石
井
重
義
、
今
井
正
昭、

母
袋

悦
男
、
上

原

憲

、
堀
内

伝

マ
上
田
地
域
保
健
環
境
施
設
組
合
議

会
議
員

川
上
清
、
松
崎
喜
一
、
松
野
量

平
、
水
出
忠
幸
、
寺
島
昭
夫
、

矢
島

昭
八
、
高
遠
和
秋、

小
泉
連
夫
、

腰

原
徳

一
、
斉
藤
吉
栄
、
瀬
下
司
、

甲
固
定
男、

茅
野
光
昭
、
加
藤

一
幸
、

長
谷
川
忠
男
、
葦
沢
達
、

竹
内
義

憲
、
成
沢
捨
也
、

上

原

憲

、
小
山

正
俊

マ
小
県
郡
真
田
町
外
一
市
一
町
共
有

財
産
組
合
議
会
議
員

松
野
量
平
、
桜
井
啓
喜
、
腰
原
徳

一
、
母
袋
悦
男
、
堀
内
伝
、
中
村

寛マ
青
木
村
及
び
上
田
市
共
有
財
産
組

合
議
会
議
員

水
出
忠
幸
、
藤
原
信

一
、
小
泉
連

夫
、
斉
藤
吉
栄
、
甲
固
定
男
、
石
井

重
義
、
竹
内
義
憲
、
上
原
憲
、

小

山
正
俊

マ
上
小
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
議

員
寺
島
昭
夫
、
甲
固
定
男
、

竹
田
忠

一
、
長
谷
川
忠
男

マ
防
災
会
議
委
員

水
出
忠
幸
、
藤
原
信

一
、
高
遠
和

秋、

長
谷
川
忠
男
、

葦
沢

達

、

上

原

憲
マ
塩
田
地
区
有
線
放
送
電
話
運
営
委

員
会
委
員

竹
内
義
憲
、
上
原

憲

マ
募
金
審
査
委
員
会
委
員

松
崎
喜
一
、
瀬
下
司
、

今
井
正

刀
口マ

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

小
池
重
徳
、
腰
原
徳

一
、
竹
田
忠

一
、
池
上
一

巳、

葦

沢

達

マ
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委
員

小
池
重
徳
、
竹
田
忠

一

マ
国
立
東
信
病
院
整
備
促
進
委
員
会

委
員松

崎
喜
一
、
寺
島
昭
夫
、
竹
田
忠

一、

葦
沢

達

、

成

沢

捨

也
、
小
山

正
俊

マ
公
害
対
策
審
議
会
委
員

松
崎
喜
一
、
土
屋
勝
利、

藤
原
信

一
、
今
井
正
昭

マ
安
全
会
議
委
員

小
池
重
徳
、
葦
沢

達

、

石
井
重

義マ
旅
館
建
築
審
査
会
委
員

瀬
下

司
、
茅
野
光
昭

マ
民
生
委
員
推
せ
ん
会
委
員

土
屋
勝
利、

上

原

憲

マ
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
運
営
審

議
会
委
員

松
崎
喜

一
、
上
原

憲

マ
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

寺
島
昭
夫
、

矢
島
昭
八
、
高
遠
和

秋、

池
上

一
巳
、
長
谷
川
忠
男、

堀

内

伝

マ
解
放
会
館
運
営
審
議
会
委
員
、
部

落
解
放
審
議
会
委
員

矢
島
昭
八
、
桜
井
啓
喜

マ
産
院
運
営
審
議
会
委
員

小
池
重
徳、

小
泉
連
夫
、
腰
原
徳

一
、
葦
沢

達

マ
中
小
企
業
融
資
あ
っ
せ
ん
委
員
会

委
員川

上

清

、
斉
藤
吉
栄
、
母
袋
悦

男マ
小
売
商
業
活
動
調
整
審
議
会
委
員

瀬
下
司
、
成
沢
捨
也
、
堀
内
伝

マ
労
働
福
祉
施
設
運
営
審
議
会
委
員

藤
原
信

一
、
矢
島
昭
八
、

加
藤

一

幸マ
農
業
振
興
融
資
あ
っ
せ
ん
委
員
会

委
員川

上

清

、

成

沢

捨

也
、
母
袋
悦

男
、
中
村

寛

マ
林
道
蝶
ケ
原
線
管
理
委
員
会
委
員

加
藤
一
幸
、

池
上
一

巳

マ
農
政
推
進
協
議
会
委
員

土
屋
勝
利
、
中
村

寛

マ
林
業
構
造
改
善
推
進
協
議
会
委
員

斉
藤
吉
栄
、
石
井
重
義

マ
農
業
構
造
改
善
事
業
協
議
会
委
員

土
屋
勝
利
、
甲
固
定
男

マ
交
通
運
輸
対
策
会
議
委
員

寺
島
昭
夫
、
茅
野
光
昭
、
長
谷
川

忠
男
、
中
村

寛

マ
土
地
開
発
公
社
理
事

松
野
量
平
、
斉
藤
吉
栄
、
石
井
重

義
、
竹
内
義
憲

マ
産
業
開
発
公
社
社
員

松
崎
喜

一、

小
泉
連
夫
、
甲
固
定

男
、
加
藤
一
幸
、

葦
沢

達

、

上

原

憲マ
建
築
審
査
会
委
員

加
藤
一
幸

マ
消
防
委
員
会
委
員

川
上

清

、

矢
島
昭
八
、
桜
井
啓

喜
、
小
山
正
俊

マ
社
会
教
育
委
員

高
遠
和
秋

マ
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
委
員

今
井
正
昭

マ
図
書
館
協
議
会
委
員

桜
井
啓
喜

マ
博
物
館
協
議
会
委
員
、
信
濃
国
分

寺
資
料
館
協
議
会
委
員

茅
野
光
昭

マ
上
小
農
業
共
済
組
合
理
事

葦
沢

達

マ
後
期
基
本
計
画
策
定
委
員
会
委
員

葦

沢

達

マ
後
期
基
本
計
画
策
定
部
会
委
員

水
出
忠
幸
、

小
泉
連
夫
、
腰
原
徳

一、

池
上

一
巳
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か
け
が

最
近
は
、
フ
口
ン
ガ
ス
に
よ
る
オ

ゾ
ン
層
の
破
壊
、
炭
酸
ガ
ス
増
加
に

よ
る
温
暖
化
な
ど
、
地
球
規
模
の
環

境
汚
染
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
私
た
ち

自
身
が
汚
染
の
原
因
を
作
っ
て
い
る

の
で
す
。
六
月
は
「
環
境
保
護
月
間
」

で
す
。
今
回
は
、
身
近
に
起
き
て
い

る
河
川
の
汚
染
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
環
境
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

V環境浄化運動

シンボルマーク

、
え
の

だ
か
ら

悪
化
す
る
水
環
境

大切にしよう市民の瑚摘

川
は
昔
か
ら
、

私
た
ち
の
生
活
に

密
接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
き
ま
し

た
。
飲
用
に
、
農
業
に
、
身
泣
な
と

こ
ろ
で
は
洗
濯
、
水
浴
び
に
と
、
人

が
生
活
す
る
の
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
の
一
つ
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、

川
は
人
々

の
生
産
活
動
や
生
活
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
汚
れ
を
洗
い
流
す
た
め
の
も
の

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
水
環

境
は
次
第
に
悪
化
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

ア
河
川
で
水
質
調
査

市
で
は
、
こ
の
大
切
な
水
環
境
を

守
る
た
め
、
市
内
の
主
要
七
河
川
十

二
地
点
で
、
毎
月
一
回
水
質
調
査
を な

い
自
然

み
ん
な
で
大
切
に

行
い
、
河
川
の
水
質
を
監
視
し
て
い

ま
す
。
下
の
グ
ラ
フ
は
、
そ
の
調
査

結
果
の
中
か
ら
、
水

の
汚
れ
の
状
態

を
よ
く
表
わ
す

B
O
D
(生
物
化
学

的
酸
素
要
求
量
)
の
年
平
均
値
の
一

部
と
、
環
境
基
準
値

(
水
質
に
対
す

る
行
政
目
標
値
)
と
を
比
較
し
た
も

の
で
す
。

神
川
、
浦
野
川
で
は
、

二
疋
の
良

好
な
水
質
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
悪

化
傾
向
に
あ
っ

た
室
賀
川
は、

こ
こ

二
年
間
は
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
ま

す
。

一
方
、
矢
出
沢
川
(住
吉
橋
)、

産
川
は
、
依
然
と
し
て
環
境
基
準
が

達
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

公
共
下
水
道
の
普
及
と
と
も
に
、

ひ
る

矢
出
沢
川
(諏
訪
部
)、
蛭
沢
川
で
は

水
質
が
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

矢
出
沢
川

(
諏
訪
部
)
で
は
こ
こ
二

年
問
、
蛭
沢
川
で
は
七
年
間
、
環
境

基
準
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

家
庭
雑
排
水
、
か
原
因

河
川
に
汚
れ
が
入
る
と
、
そ
の
汚

れ
は
拡
散
、
沈
殿
し
、
ま
た
微
生
物

に
よ
り
水
中
に
溶
け
た
酸
素
を
使
い

な
が
ら
分
解
さ
れ
、
浄
化
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

こ
れ
を

ρ

河
川
の
自
浄
作

用
u

と
い
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
自
浄
作
用
を
超
え
て
汚
れ
が
入
る

と
、
だ
ん
だ
ん
ド
ブ
川

へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

か
つ
て
、
河
川
の
汚
れ
の
原
因
は

工
場
排
水
な
ど
に
よ
る
も
の
が
主
で

し
た
。
そ
の
防
止
対
策
が
進
ん
で
き

た
結
果
、
最
近
は
家
庭
排
水
の
占
め

る
割
合
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
河
川
の

汚
染
を
防
ぐ
た
め
、
公
共
下
水
道
の

普
及
や
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
の

設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

市内河川の水質 (800年平均値の推移)

ー--環境基準値

D
m，
O
 

O
MF
l
 

ロ
U
m

8 

6 

4 

53565961 63(年)53565961 63(年)53 56 59 61 63(年)53565961 63(年)53565961 63(年)53 56 59 61 63(年)53565961 63(年)

神川 矢出沢川 矢出沢川 蛭沢川 浦野川 室賀 川 産川
(川久保橋) (住吉橋) (諏訪部) (中央四丁目 ) (築地 ) (字岳ノ組) (下産川橋)
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。



こL

コ

マ
ー
ク
商
品
は

地
球
を
守
り
ま
す

私
た
ち
が

日
常
生
活
の
中
で
使
用

し
て
い
る
商
品
に
は
、

地
球
の
環
境

問
題
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
オ
ゾ
ン
層

を
破
壊
す
る
フ

ロ
ン
ガ
ス
は
化
粧
品

な
ど
の
ス
プ
レ

ー
に
入
っ
て

い
ま
す

し、

自
動
車
が
排
出
す
る
炭
酸
ガ
ス

は
地
球
の
温
暖
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
球
規
般
の
環
境
汚

染
が
、
い
ま
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

蛭沢川での河川清掃 (5月14日)

い
る
の
で
す
。

両
手
で
地
球
を
抱

い
て
い
る
デ
ザ

イ
ン
に
「
ち
き
ゅ
う
に
や
さ
し
い

」

の
文
字
が
入
っ

た
エ
コ

マ
l
ク

(
l

上
図
)
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
の
マ

l
ク
は
、
地
球
環
境
の
保

全
に
役
立
つ
商
品
の
普
及
を
進
め
て

い
る
環
境
庁
が
定
め
た
も
の
で
す
。

エ
コ
マ
l
ク
の
付

い
た
商
品
は
、
フ

ロ
ン
ガ
ス
を
使
わ
な
い
ス
プ
レ

ー、

ゴ
ミ
が
下
水
に
流
れ
に
く
い
台
所
用

の
水
切
り
な
ど
、
環
境
保
全
に
役
立

つ
も
の
ば
か
り
で
す
。
大
切
な
地
球

を
守
る
た
め
、
エ

コ
マ

l
ク
の
付

い

た
商
品
を
ご
使
用
く
だ
さ
い

。

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
川
を
汚
さ
な

い
た
め
、
次
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
洗
濯
は
、
石
け
ん
や
無
り
ん
の

洗
剤
を
適
量
に
使
、
っ
。
(
適
量
以
上
使

っ
て
も
洗
浄
力
は
比
例
し
て
よ
く
な

り
ま
せ
ん

)
②
調
理
く
ず
や
食
べ
残

し
は
、
ご

み
と
し
て
処
理
す
る
。
③

天
ぷ
ら
の
残
り
油
は
、
石
け
ん
を
作

る
か
、
少
量
の
場
合
は
紙
で
拭
き
取

る
な
ど
し
て
処
分
し
、

川

へ
流
さ
な

6 
J 月
み展 10 
~ . 
L兄 11 

展民

を
開
催

マ
と
き

六
月
十
日

ω・
十
一

日

刊
い
ず
れ
も
午
前
十
時

1
午
後
五
時

マ
と
こ
ろ

は
て
い
や
上
回
届
(
常

田
二
丁
目
)
マ
テ

l
マ

生
活
と
環

境

マ
内
容

①
川
の
汚
れ
の
様
子

や
家
庭
で
で
き
る
水
質
浄
化
対
策
②

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
様
子
③

炭
酸
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
④
空
き

缶
の
散
乱
実
態
と
再
資
源
化
な
ど
の

パ
ネ
ル
展
示
⑤
信
州
の
チ

ョ
ウ
展
な

ど

マ
問
い
合
わ
せ

県
環
境
自
然

保
護
課

(
8
0
2
6
2
③
7
1
7
8
)

忘
れ
な
い
で

浄
化
槽
の
汚
泥
収
集

家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
に
は
、

次
第
に
沈
殿
物
が
た
ま
り
ま
す
。

こ

の
汚
泥
を
定
期
的
に
除
去
し
な
け
れ

ば
、
浄
化
能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

ま
せ
ん
。

市
で
は
、
二
か
月
か
ら
三
か
月
に

一
度
、
汚
泥
の
収
集
を
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
収
集
の
申

し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た
が
数

多
く
い
ま
す
。
ぜ
ひ
汚
泥
の
収
集
を

さ
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

美
観
を
壊
す

不
法
投
棄
を
や
め
よ
う

無
断
で
他
人
の
所
有
地
や
山
林、

川
な
ど
に
建
築
廃
材、

家
電
製
品
、

産
業
廃
棄
物
な
ど
の

ゴ
ミ
を
捨
て
る

「
不
法
投
棄
」
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
不
法
投
棄
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
現
地
調
査
を
し
て
、
捨
て
た
人

に
片
づ
け
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

捨
て
た
人
が
不
明
の
場
合
や
悪
質
な

場
合
は
、
警
察
に
通
報
し
厳
重
に
処

罰
し
て
い
ま
す
。
環
境
汚
染
を
防
止

し
、
美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
、
不

法
投
棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

7 広報うえだ1.6. [ 5] 



騒
音
・
大
気
汚
染
・
悪
臭
・
:

線・係らつとい まと願が導く害
1 聞 を近いり生公すおい訪のだ問
3 い つ隣てが活害)りし 問 たさ題
8 合 く相の 地 環の 公ましめいでい
9 わ る互認域境発 害すた、。お
) せこ 間識社を生 防 。場 公 ま 困

とのを会守を 止 (合害 た り
生が好深のる防 指今に防、の
活必まめ望に止 導回は止公か
環 要 し 、まはし 員はご指害た
境でい 日 し 、 、 を、協導防は

課す信ごいー住 紹左力員止こ
( 。頼ろ姿人み 介表をなの相
内 関かにひよ し のおど指談

最た 出野理し が
初にこ席市場ま完下 下組地区
の創の し 長 でし成組
指設事まはしたし 地
定、業しじゅ 。 、区

と市はためん先四の
な 内 、 。関工月 月 農

りで 農 係式十か業
まは 林 者が二ら集
し下水 約行 日 供落
た組産 六わに用排
。地 省 十れはを水

昭 区が 人 、 、開事

和 が新 が永処始業

公
害
防
止
指
導
員
へ

地区 氏 名 電話 自 iムロ 4 ヨヨZ

東 部
ii1有木 茂 22-7731 泉 町

竹 田 重太郎 22-9473 中常田

南 音日 高橋正太 22-7186 泉 平

中 央 佐藤順ニ 22-9558 北大手

4ヒ
中村幸造 23-1860 鍛冶 町

宮 原芳次 22-9102 上 川原柳町

西 音15
宮本 宜 範 22-4020 下 紺 屋 町

田中 基 雄 22-3632 城 北

城 下
若林 保 24-2101 ニ好 町

坂本洋行 22-2026 千曲町

1][ 尻
母袋大卜 22-7004 下塩尻

両桑義一 24-5140 上塩尻

辺
春 原 章 23-1738 築 I也 |

)11 
城田広臣 24-0143 居メ色、 升

泉 田 松 )11 ↑専 22-6592 =仁と3 田

神 )11 
信i ，1ゐ 利 男 35-0239 大 屋 |

竹内一郎 24-8586 上 t尺
加藤太一 27-2268 染 屋

神 手斗
若 林満雄 23-0621 金 井

豊 b投
山 111奇憲彦 35-2056 小 井田

武舎弘道 24-3997 漆戸

中 1][田 甲 田 力 38-5002 五 力日

東J:_Th田 宮 )11 行土佐 38-3079 石 神

富士 山 小平袈裟男 38-3648 奈良尾

西 1][田 竹下義 忠 38-2872 山 田

日Ij 所 三田村年高 38-3042 分 去

泉 志摩武重 25-1988 泉

j甫 里 斉藤英利 31-2157 仁 古 田
至{ 賀 横 |謝 善 人 31-2704 下 室賀

上ノj、漁協 田 玉 唯雄 22-0994 三好町

六ケ村a堰 原 j青春 22-8292 ノ居色、 升

桝 網用水 旺l 中 フじ太郎 24-2911 秋 和

私
た
ち
の
健
康
や
生
活
環
境
を
守

る
た
め
、
各
種
の
公
害
法
令
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
に
寄
せ
ら
れ
た

苦
情
相
談
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
法

令
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
や
規
制

基
準
以
下
の
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。

平成元年 4 月 l 日~\
3年 3月31日/

/任期
上田市公害防止指導員

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
と
未
然
防
止

の
た
め
、
市
で
は
各
地
区
に
公
害
防

止
指
導
員
、
公
害
防
止
指
導
補
助
買

を
委
嘱
し
、
公
害
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル

と
指
導
を
行

っ
て

い
ま
す
。
公
害
防

止
指
導
員
と
同
補
助
員
は
、

他
区
内

の
公
害
問
題
の
受
付
窓
口
で
す
。
公

農業集落排水事業が完成
れ
野

入
永

火
す

で
押

式
を

エン
ん
タ

ゆ
ボ
長

し
の
市

v
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六
十
年
度
よ
り
着
工
し
、
事
業
費
は

約
三
億
三
千
万
円
。
近
代
的
な
処
理

場
は
、
同
地
区
百
三
十
一
世
帯
か
ら

の
し
尿
や
雑
排
水
を
き
れ
い
に
処
理

し
て
放
流
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、

水
質
の
汚
濁
が
な
く
な
り
、
快
適
な

生
活
環
境
と
な
り
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

農
村
整
備
課
(
内

線

1
4
8
3
)



白色事業専従者控除額 45 45 47 
ー一 一一一一一一一 一 ーーー ーー ーー ーー 一一一ー 一ー一 一 ー ー 一 一 ー 『 ーーーーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ーー

う ち配偶者が専従者 60 60 80 

所得の種類

配偶 者控除 扶養控除 勤労性所得 33万円 にかかわり
以下

の対象となる所得要件 資産性所得 10万円 なく

35万円以下

配偶者控除額 28 28 30 
ト ー ー一一一 ー ー ー 一一一一一一一 一一ー ーーー一ー 一 一 一一ーーーー

う ち老人配偶者 29 29 35 

配偶者特別控除額 14 14 30 

か婦(失) 控除額 24 24 26 

扶養親族である子を有 し、

かつ、所得金額カ、300万円以 24 24 30 

下のか婦控除額

障害者控除額 24 24 26 

特別障害者 控 除額
28 26 26 

( 1 - 2級)

通 H吊U、 28 28 30 

特 疋，..._， 扶 養

十夫
28 28 35 

( 16歳以上23歳未満)

養 老 人 扶 養 29 29 35 

控 同居 老 人扶養 33 33 42 

除 同 ①老親(直系尊属)扶養 62 62 91 

害買
特居

障害者別

②①以外の老人扶養 62 62 84 

③①②以外の扶養 62 62 79 

10万円超の

寄 附 金 除 なし な し
共同募金会

に対する寄

付金

基 下司J疋本J本 十空 除 客員 28 28 30 

l税|の|コ1-1ナト|⑦|

消費税の創設に伴い

各種控除額が

ヲ|き上げに
消費税の創設を柱とする税制改革の一環 として、

地方税法の一部が改正 され、個人市県民税の各種

控除額等 も号|き上げられます。平成元年度以降、

下表の とおりとなり、 負担の軽減が図られま す 0

・問い合わせ 市民税課 (内線1281)

※障害者の扶養控除について、詳し くは次号以降で

掲載します。

~ 
目白 平日 平 成 平 成

63年度 元年度 2 年度

市 民 税所 得割の税率 7段階 3段階 3段階

(課税所得) (課税所得)

60万円以下 3% 

120万円以下 3% 

130万円以下 5 

260万円以下 7 

460万円以下 8 

500万円以下 8 

500万円超 11 

950万円以下 10 

1，900万円以下 11 

1，900万円超 12 

万円 万円

障害者 ・老年者 ・か婦(夫)・
100 125 125 

未成年者の非課税限度額
(力、夫も対象)

勤労学生控除の適用限度額 58 58 62 

均等割非課税限度 額 27.9 28.8 28.8 

所 得 割非課税限度 額 31 32 32 

1・"'1""""1""""1，."，・""'"・・"1，，，，.'・・'.，..'・"1....""'"・""1"..""・h・1'"・，，，，1"ι""."'白h・，，1"・'10.1''''1""，'''1""・"'1""""1，，，け'''1，，，.，，，・'0"，1・1・""，1"・"""'''1，，.1υ"""""'1"，・""'.".1"白"，..""''''''''''"..1''''，.・，，，・".バ'"'1"."'''0，，.，.'''・....'・0・"""''''1"""，."..".."""'''1，，，・""'，，，，・・・".，・，，".....'・・・'"

犬
の
フ
ン
の

後
始
末
を
ノ& 

周囲に迷惑をかけぬよう

飼い主の自覚が大切です犬
の
運
動
は
大
切
で
す
が
、
そ

の
際
排
せ
つ
が
つ
き
も
の
。
運

動
さ
せ
る
と
き
は
、
フ
ン
取
り

器
、
ま
た
は
シ
ャ
ベ
ル
と
ビ
ニ

ー
ル
袋
な
ど
を
持
参
し
て
。

7 

-
お
願
い
/

①
引
っ
越
し
ゃ
犬
が
死
ん
だ
と
き
は

生
活
環
境
課
ま
で
届
け
出
を
。

②
生
後
引
日
以
上
の
犬
は
、
必
ず
獣

医
さ
ん
の
所
で
登
録
と
子
防
注
射
を

支
け
て
く
だ
さ
い
。

広報うえだ、守 .6. 

6
月
は
犬
害
防
ヰ
月
間
で
す

[ア]



積
極
的
に
検
診
を

受
け
よ
う

-

i

成
人
病
予
防
の
た
め
に
②
|

|

上
田
市
で
は
¥
昨
年
、
約
八
百
五
十

人
の
か
だ
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
¥

3
分
の
2
が
い
わ
ゆ
る

J

一
天
成
人
病
」
(
山
臓
病
、
ガ
ん
¥

脳
卒
中
)
に
よ
る
も
の
。
成
人
病
は

知
ら
な
い
う
ち
に
じ
わ
じ
わ
と
進
行

し
¥
中
年
か
ら
発
病
し
ぎ
す
。
食
生

活
、
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
が
大
き

く
関
係
し
¥
白
覧
症
状
が
は
っ
き
り

現
わ
れ
な
い
の
が
特
徴
。
予
防
す
る

に
は
¥
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
健
康

診
断
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
わ
が
ら
ず
受
診
を

現
在
市
で
は
、
下
表
の
健
診
を
行

っ
て
い
ま
す
。
料
金
は
国

・
県
・
市

の
補
助
に
よ
り
大
変
割
安

で
す
。

こ

れ
ら
の
健
診
を
全
部
受
け
る
と
、
簡

単
な
人
間
ド

ッ
ク
に
入

っ
た
の
と
同

じ
く
ら
い
に
な
り
、
成
人
病
の
早
期

発
見
に
役
立
ち
ま
す
。
実
施
に
つ
い

て
は
、
そ
の
つ
ど
広
報
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
健

康
管
理
の
第
一
歩
。
病
気

が
発
見
さ

れ
る
の
が
い
や
だ
か
ら
受
け
な
い
と

い
う
人
も
い
ま
す
が
、
こ
わ
が
ら
ず
、

前
向
き
に
受
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

健
診
結
果
を
生
か
す

た
食
生
活
、
休
養
や
運
動
な
ど
、
ふ
だ

ん
の

生
活
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

幸

い
に

「
正
常
」
と
い
わ
れ
た
と
き

も
、
検
査
結
果
を
さ
ら
に
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、

一
年
に
一
回
は
必

ず
健
診
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
生
活

に
生
か
し
て
い
く
|

|
こ
れ
が
ほ
ん

と
う
の
健
康
管
理
と
い
え
る
で
し
ょ

広報うえだ1.6. 

保
健
予
防
課

(内

[8J 

、「
ノ
0

・
問
い
合
わ
せ

総

1
3
7
6
)

7 

健
診
を
受
け

っ
ぱ
な
し
で
は
、
何

に
も
な
り
ま
せ
ん
。
健
診
の
結
果
を

生
か
し
た
生
活
が
大
切
で
す
。

も
し
、
「要
医
療
」
「
要
精
検
」
と

い
わ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
病

(
医
)
院

で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
「
要
注
意
」の

場
合
は
、
減
塩
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

上 田 市 で 行 っ て い る 成 人 病 健診

----下¥ 対象者 内 モrチコ壬 料 金

問診・身体言十浪IJ.血圧

一般健康診査 40歳以上
尿検査(蛋白・糖・潜血)

無料
血液検査(肝機能、総コレ

ステ ロール)

一般健康診査 心電図・眼底検査

精密診査 の結果、必要 血液検査(貧血、糖、 1，000円

と認めた人 中t生脂月方)

基本健康診査
40歳以上の 上記一般健康診査と精密

1，000円
希望者 診査を同時に行う

胃 検 吾日人~ 35歳以上 問診、レントゲン検査 500円

30歳以上の 問診、視診、触診、
800円

乳房検診
女 4主 超音波検査

超音波撮影者

は 1，000円

大腸検診 40歳以上 問診、便潜血反応 300円

頚がん

子宮がん検診
30歳以上の

問診、視診、内診、細胞診
1，000円

女 ，[主 頚がん+体がん
1，700円

肺がん検言合 40歳以上
レントゲン検査

500円
たんの検査

※詳し くは保健予防課(内線1374)へお問い合わせ ください。
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歯ぞうのう漏は

大人の病気'7

歯
そ
う
の
う
漏
は
、
大
人
の
病
気

だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も

の
歯
(
乳
歯
)
の
と
き
に
は
¥
ほ
と

ん
ど
か
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
¥
大
人

の
歯
(
一
永
久
歯
)
ガ
生
え
て
き
だ
ら
、

注
意
ガ
必
要
で
す
。

崎 時;:"'
川西社会体育館(内部)

初
期
の
症
状

歯
そ
う
の
う
漏
は
、
大
人
の
歯
が

生
え
始
め
る
七
歳
ご
ろ
か
ら
か
か
り

始
め
る
病
気
で
す
。
最
初
に
、
歯
と

歯
ぐ
き
の
聞
に
、
歯
こ
う
の
中
の
細

菌
が
入
り
込
ん
で
、
歯
ぐ
さ
の
表
面

か
赤
く
は
れ
て
き
ま
す
。

こ
の
と
き

は
ま
だ
痛
く
は
な
く
、
血
が
出
る
程

度
。

こ
の
状
態
を

「歯
肉
炎
」
と
い

い
ま
す
。

こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
、
口
の

中
を
清
潔
に
し
て
、
歯
磨
き
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
し
て
い
れ
ば
治
す
干

)
と
が

で
き
ま
す
。

さ
ら
に
進
む
と

歯
ぐ
さ
の
中
ま
で
細
菌
が
入
リ
込

み
、
歯
ぐ
き
を

こ
わ
し
て
う
み
を
も

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
歯
の
根
の
周

り
に
あ
る
歯
根
膜
も
や
ら
れ
て
、
歯

が
ぐ
ら
ぐ
ら
し
て
き
ま
す
。

こ
の
状

態
が
「
歯
周
炎
」
で
す
。
そ
し
て
最

後
に
は
、
も
っ
と
奥
ま
で
細
菌
が
入

り
込
み
、
歯
を
支
え
て
い
る
骨
を
溶

か
し
て
こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
土

台
が
こ
わ
さ
れ
た
歯
は
、

ぐ
ら
ぐ
ら

し
て
き
て
、
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。

こ
の
状
態
を
「
歯
そ
う
の
う
漏
」

と
い
い
ま
す
。

歯
こ
う
に
要
注
意

歯
は
、
年
を
と
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
自
然
に
抜
け
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
元
気
で
長
生
き
で
き
る
よ

う
に
、
毎
日
の
食
生
活
を
規
則
正
し

1 

/ 
r 

d 
/ 

』

- ーι

ほ
ん
の
り
木
の
香
り

諏
訪
部
に

体
育
セ
ン
タ
ー
が
完
成

7 広報うえだイ .6.[9] 



製糸工場が

大型庖に

マきり

』

P
大
型
庖
が
進
出
し
た
現
在

A

企
昭
和
初
年
の
昭
栄
製
糸
。
の
こ
ぎ
り

屋
根
の
工
場
が
な
つ
か
し
い

お話

保坂博さん
(上田昭栄・ 62歳)

屋
根
の
工
場
で
は
二
百
人
を
超
え
る

若
い
娘
さ
ん
が
働
い
て
い
ま
し
た
。

娘
さ
ん
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
岩
手

県
や
新
潟
県
な
ど
県
外
出
身
者
で
し

た
の
で
、
工
場
の
敷
地
内
に
は
女
子

寮
も
あ
リ
ま
し
た
。
上
回
の
男
性
と

結
婚
し
、
上
田
市
民
に
な

っ
て

い
る

人
も
け

つ
こ
う
い
る
よ
う
で
す
。

昭
和
五
十
八
年
、
大
型
屈
の
「
ほ

て
い
や
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に

よ
り
、
工
場
の
敷
地
も
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
に
昭
栄

と
社
名
変
更
し
、
五
十
七
年
に
上
田

昭
栄
と
し
て
独
立
。
現
在
は
電
話
交

換
機
の
製
造
、
不
動
産
業
、
電
機
部

品
の
版
売
な
ど
多
角
化
し
て
い
ま
す
。

(10] 7 広報うえだ、1.6. 

女
性
社
員
は

県
外
出
身
者
だ

っ
た

昭
和
三
十
八
年
、
昭
栄
製
糸
と
呼

ん
で
い
た
こ
ろ
の
会
社
全
景
で
、
場

所
は
常
田
二
丁
目
付
近
。
北
か
ら
南

の
方
角
を
蝿
っ
た
航
空
写
真
で
す
。

当
時
、
市
内
に
は
製
糸
工
場
が
何

社
か
あ
っ
て
、
繊
維
産
業
も
ま
だ
盛

ん
で
し
た
。
当
工
場
で
は
、
ペ

ニ
!

と
織
物
部
門
が
主
力
で
、
の
こ
ぎ
り

大
き
く
育
て

ヒ
ノ
キ
さ
ん

市制70周年記念I植樹祭」が 5月10日、

市民の森公園のキャンプ場付近て、行われ

ました。豊殿小の 6年生87人 を含めた約

230人の参加者は、ヒノキの苗4，500本を

1.5ヘクタールに植樹しました。

に挑戦'7

自分の体力を知ろうーと、 城南公民館

主催の「チャレンジ広場」が 5月 7日、

南小学校体育館で行われました 。小学生

からお年寄りまで約150人が参加。背筋、

握力といった体力測定のほか、目 を閉じ

て片足で立つ「どれだけ立てる?J( =写

真 )などに挑戦しました。

「かかし」

注
意
し
て
/

ふ
ろ
の
空
炊
き

最
近
、
市
内
で
、
ふ
ろ
の
空
炊
き

に
よ
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
浴
槽
に
水
を
入
れ
す
ぎ

た
た
め
、
底
の
栓
を
浮
か
し
て
水
を

抜
い
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

つ
ま
り
、
栓
を
元
に
戻
し
た
と

こ
ろ
完
全
に
戻

っ
て
お
ら
ず
、
水
が

庇
か
ら
漏
れ
て
し
ま
い
、
空
炊
き
の

状
態
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

ふ
ろ
を

沸
か
す
と
き
は
、
栓
か
完
全
に
し
て

あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。



い「上田の花」

バイオ育ち

順調に生育

市場で評価の高 い「上田の花」が出荷シーズン

を迎 えています。農業ノ〈イオ セ ンターで増殖され

た優良系統のスターチスの苗が 、花き栽培農家で

順調に生育し (=写真)、 5月から出荷されていま

す。 6月にはトルコキキョウも市場へ。今後は、

ノ〈イオ育ちが「上田の花」 のイメージア ップに一

役買うものと期待されています。

のんびりつオークラリー

全国一斉ウオ ー クラ リー大会が 5

月21日、川 西地区周辺で行われまし

た。今年は「タイム トリ ップ」がテ

ーマ。参加した50組の230人は、太古

コースなど3コースに分かれ、田中直え

の始まった水団地帯を歩きました。

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
置
名

二
千
円

社
会
福
祉
基
金

積
立
金
と
し
て

マ
金
井
り
つ
こ
様

(岩
下
)

五

千

円

社

会

福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
側
中
部
本
部

様

十
万
円
社
会
福
祉
事
業
に

マ
上
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
、
大

阪
真
田
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

野
外
彫
刻
ブ
ロ
ン
ズ
一
基
市
制
七

十
周
年
記
念
と
し
て

マ
倉
沢
布
誉
様

(
川
辺
町

)

柱
時

計
一
個
第
六
中
学
校
へ

マ
側
ス
ズ
ケ
ン
上
回
出
張
所
様
大

温

度

計

一

個

第

六

中
学
校
へ

マ
フ
ジ
サ
ワ
薬
品
様

大
温
度
計
二

個

第

六

中

学
校
へ

V
永
沢
武
市
様

(浦
野

)

「

貰

的

楼
」

書
(
額
)
一
幅
第
六
中
学
校
へ

マ
中
村
実
様

(黒
坪
)

木
彫
「
上

回

獅

子

」

第

六

中

学
校
へ

マ
金
沢
達
朗
様

(神
畑
)

グ
ラ
ス

三
百
六
十
個
第
六
中
学
校
へ

マ
第
一
中
学
校
三
年
生
父
母
代
表
市

村
明
子
様

演
壇
用
そ
で
机

一
基

第
一
中
学
校
へ

7 広報うえだ1.6 . .. ，aa
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市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

市
営
プ
ー
ル

6
月
旬
日
オ
ー
プ
ン

小
学
生
以
下
は

が
必
要
で
す
。

保
護
者
の
同
伴

-
上
田
公
園
内
プ

l
ル

マ
期
間

六
月
十
八
日
同
か
ら
九

月

三

日

間

ま

で

マ

時

間

午

前

九

時
j

正
午
、
午
後
一
時
1
四

時

マ

入

場

料

大

人

百
円
、
中
学
生
以
下

五
十
円

マ

そ

の

他

オ

ー

プ
ン
初

日
の
六
月
十
八
日
制
午
前
十
時
に
は
、

一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
水
泳
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

-
自
然
運
動
公
園
プ

I
ル

マ
期
間

六
月
十
八
日
刊
か
ら
九

月

三

日

制

ま

で

マ

時

間

午

前

九

時
j

正
午
、
午
後
一
時
1
四

時

マ

入

場

料

大

人

二
百
四
十
円
、
中
学

生
以
下
百
二
十
円

ド
-
ち
び
っ
こ
プ

l
ル

マ
場
所

上
回
公
園
内
、
材
木
町
、

城
下
の
ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
マ
期
間

七
月
一
日

ωj八
月
二
十
七
日
刊
ま

で

マ
時
間

午
前
九
時

1
午
後
四

土
寸-

問
い
合
わ
せ

7
5
3
)
 

体
育
課
(
内
線
1

市
営
プ
ー
ル
の

監
視
員
を
募
集

マ

対

象

健

康
で
水
泳
経
験
の
あ

る
三
十
歳
ま
で
の
男
女
(
高
校
生
除

く
)

マ
勤
務
場
所
上
回
公
園
内
、

自
然
運
動
公
園
の
各
プ
ー

ル

マ

勤

務
時
間

午
前
八
時
三
十
分

1
午
後

五
時

マ
日
給

男
子
四
千
五
百
円、

女
子
四
千
三
百
円

マ
募
集
人
員

若
干
名

マ
期
間

六
月
中
旬
か
ら

八
月
末
ま
で

マ
申
し
込
み

体
育

課

(内
線
1
7
5
3
)

へ
履
歴
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
等
医
療
費
給
付
金

新
し
い
受
給
者
証
に

七
月
一
日

ωか
ら
福
祉
医
療
費
給

付
金
(
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
な
ど
)

の
受
給
資
格
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
更

新
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期

日
ま
で
に
申
請
を
。
ま
た
、
今
ま
で

受
給
資
格
か
な
か

っ
た
人
で
、
資
格

が
生
じ
た
人
は
新
た
に
受
給
者
証
交

付
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

マ

受

給

資

格

前

年
分

(
六
十
三

年
)
の
所
得
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合

は
、
受
給
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
提
出
場
所

福
祉
課
家
庭
児
童
相

談
係

(内
線
1
6
0
8
)
マ
提
出

期
限

六
月
二
十
日

ω

痴
ほ
う
性
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

マ
と
き

六
月
十
九
日
間
午
後
一

時

三

十

分

か

ら

マ

と

こ

ろ

保

健

セ
ン
タ
ー
(
市
役
所
南
庁
舎
二
階

)

マ
内
容

講
演

「
痴
ほ
う
性
老
人

へ
川

の
適
切
な
話
し
方
」

(
講
師
は
き
ら
〉

く
苑
の
甘
利
元
重
さ
ん
)

マ
対
象
へ

痴

ほ

う

性

老

人

を

か

か

え

る

家

族

い

障

害
を
持
つ
人
と
持
た
な
い
人
と

マ
そ
の
他

当
日
介
護
を
代
わ
る
人
~
が
理
解
し
合
い
、
共
に
列
車
の
旅
を

が
い
な
い
場
合
は
六
月
十
五
日
附
ま
ハ
楽
し
む
「
ひ
ま
わ
り
号
」
の
旅
。
同

で
に
ご
連
絡
を
。
婦
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
川

実
行
委
員
会
で
は
、
次
に
よ
り
参
加

ア
が
伺
い
ま
す
。

マ

問

い

合

わ

せ

~

者
、
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

保
健
子
防
課

(内
線
1
3
7
6
)

ハ

マ

と

き

七

月

二

十

三

日

制

マ

圃
l
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
-
-
J
川
行
き
先

野
辺
山
高
原

マ
定
員

園

婦

人

問

題

公

開

講

座

に

一

~

百
八
十
人

(
両
方
併
せ
て

)

マ
募

4
 

.

参

加

し

ま

せ

ん

か

一

一

集

期

限

六
月
三
十
日
幽

マ
問
い

固
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-」
川
合
わ
せ

ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る

マ

と

き

七

月

八
日

ω午
前
十
時
川
信
州
上
回
実
行
委
員
会
宮
⑫

8
3

4

三
十
分
か
ら
午
後
三
時

マ
と
こ
ろ
一
3

長
野
県
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
(
岡
谷
〉

住
宅
金
融
公
庫

市
)
マ
テ

l
マ

家
族
j

い

れ
か
ら
1

マ
講
師

評

論

家

小

一

個

人

向

け

融

資

募

集

林
登
美
枝
さ
ん
、
東
京
学
芸
大
教
授
、
川
マ
受
付
期
限
①
個
人
住
宅
建
設

深
谷
和
子
さ
ん

マ
参
加
料

五
百
川
資
金
お
よ
び
建
売
住
宅
購
入
資
金

l

円

(
昼
食
代
な
ど
)

マ
そ
の
他

当
い
六
月
二
十
三
日
悩
ま
で
、
②
リ
フ
ォ

日
は
パ
ス
の
用
意
が
あ
り
ま
す
。
マ
川

l
ム
ロ

l
ン
お
よ
び
中
古
住
宅
購
入

申
込
期
限

六
月
十
六
日
樹

マ
申
川

資
金

1
翌
年
三
月
二
十
三

日
倒
ま
で

込
先

社
会
課
婦
人
係

(内
線
1
6
V
マ
選
定
方
法
選
考

(無
抽
選
)

2

3
)

~

マ
申
込
場
所
住
宅
金
融
公
庫
業
務

川
取
扱
金
融
機
関
マ
問
い
合
わ
せ

川
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
庖
(
2
0

川
2
7
2
⑨
6
6
5
6
)
か
お
近
く
の

川
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

へ
「
ひ
ま
わ
り
号
」
の
旅

参

加

者

な

ど

を

募

集

(12J 7 広報うえだ1.6. 



ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

防
除
に
ご
協
力
を

緑
の
大
敵
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
。
発
生
は
一
化
期
(
六
月
上
旬
j

七
月
中
旬
)
、
二
化
期
(
八
月
中
旬
j

九
月
中
旬
)
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

防
除
は
早
期
発
見
が
大
切
。
巣
を

発
見
し
た
ら
、
焼
く
か
踏
み
つ
ぶ
し

ま
し
ょ
う
。
発
見
が
遅
れ
木
全
体
に

広
が
っ
た
場
合
、
農
薬
を
使
用
し
ま

す
。な

お
、
自
治
会
で
計
画
的
に
実
施

す
る
共
同
防
除
の
み
に
つ
い
て
、
市

万②

で
は
防
除
機
の
貸
し
出
し
、
農
薬
の

無
償
配
布
(
必
要
限
度
)
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
有
料
で
業
者
委
託

に
よ
る
薬
剤
散
布
も
行
い
ま
す
の
で

ご
希
望
の
か
た
は
農
林
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

4
5
5
)
 

-国際女子バレーボール大会

(全日本対キューバ)

じ〉とき 6月10日(士)午後 3時じ〉ところ 自然

運動公園体育館(塩田) !>入場料 前売券は一

般2，500円、高校生1，500円、小・中学生1，000円。

市内 プレイガイド 、体育課 (内線1752)で取り扱

っています。 !>主催 上田バレーボール協会

農
林
課

(内
線

1

食¥⑨水

だぬJ

M 

-上回バラ展

bとき 6月10日仕)、11日(日) !>ところ 観光

会館 b内容 上田ばら会によるは、らのコンテス

ト、 ばら首の即売など(入場無料)

県
須
坂
青
年
の
家

「
キ
ャ
ン
プ
の
つ
ど
い
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

マ
と
き

六
月
二
十
四
日
出
・

二

十

五

日

制

マ

と

ニ

ろ

県

須
坂
青

年
の
家
(
干
蹴
須
坂
市
大
字
仁
礼
字

峰
の
原
=
二
五
三

|
七
八
四
・
宮
⑪

3
0
1
7
)

マ
対
象
と
定
員

青

年
団
体
指
導
者
、
勤
労
・
在
学
青
年

等
参
加
希
望
者
五
十
人
マ
費
用

二

千

八

百

円

マ

申

し

込

み

は

が

き
に
「
氏
名
、
性
別
、
年
令
、
住
所
、

勤
務
先
・
学
校
、
到
着
予
定
時
刻
、

代
表
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
」
を
記

同言校野球招待試合|
bとき 6月11日(日) !>ところ 市営、県営野

球場 b内容 有名校と市内 2高校による親善招

待試合 (入場無料) !>組合わせ 神奈川県法政

二高対上田高(市営、午前 9時)②愛知県東邦高

対上回東高(市営、午後 1時)③東邦高対上田東

高(県営、午前 9時 )④法政二高対上田高(県営

午後 1時)※詳しくは体育課 (内線1752)へ。

入
し
、
同
青
年
の
家
へ

。

住
宅
建
設
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

市
で
は
、
住
宅
を
新
築
ま
た
は
増

改
築
す
る
か
た
に
、
建
築
資
金
を
お

貸
し
し
ま
す
(
貸
付
条
件
あ
り
)
。

マ
申
込
期
間

六
月
十
二
日
川
か

ら
七
月
十
一
日

ω
マ
貸
付
金
額

五
十
万
円
以
上
二
百
万
円
以
下
(
利

率
五

・
四
%
)

マ

返

済

期

間

十

五
年
以
内

マ
問
い
合
わ
せ

管
理

課
(
内
線

1
5
0
4
)

-ボーイスカウト上回第5団

創立40周年記念式典・市中パレード

!>とき 6月11日(1::1) いところ 清明小校庭(記

念式典、午前10時)、市内(ノマレー ド、 午前11時 )

b内容 創立40周年を祝う式典と市民ノマレ ード

-第 1回全日本生涯野球大会

じ〉とき 6月17日仕)、 6月18日(日) !>ところ

市営・県営野球場ほか12球場 b内容 全国に先

駆け、 70周年を記念して生涯野球大会の開催(入

，場無料) じ〉主催 全 日本生涯野球連盟 ※詳し

くは体育課(内線1752)へ

社
会
保
険

(
健
康
保
険
と
厚
生
年

~
金
保
険
)
は
、
政
府
が
責
任
を
も
っ

川
て
運
営
し
て
い
る
保
険
事
業
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
、
常
時

~
一
人
以
上
勤
務
し
て
い
る
法
人
の
事

ハ
業
所
(
事
業
主
も
含
み
ま
す
)
は
、

い
す

べ
て
社
会
保
険
に
加
入
す
る

こ
と

~
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

加
入

の
対
象
と
な
る
事
業
主
の
皆

〉
さ
ん
は
、
直
接
、
小
諸
社
会
保
険
事

川
務
所

(
8
0
2
6
7
⑫
1
0
8
0
)

川
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

法
人
事
業
所
は
す
べ
て

社
会
保
険
に
加
入
を

-勘寿会舞踊まつり

じ〉とき 6月18日(日)午前10時 bところ 文化

会館 b内容 滝沢社中勘寿会による舞踊まつり

「郷土 ・歴史を 踊る J (入場無料 )

-県美容技術選手権大会

bとき 6月19日(月)午前10時30分 !>ところ

市民会館 b内容 美容の技術、サービ ス向上 を

目的に 県大会に よる 美 容 コンク ール (入場無料)

7 広報うえだ1.6. [13] 



6
月
初
固
ま
で
に
提
出
を

児
童
手
当
の
現
況
届

児
童
手
当

(
ま
た
は
特
例
給
付
)

を
受
け
て
い
る
人
は
、
平
成
元
年
度

の
「
現
況
届
」
を
六
月
三
十
日
働
ま
で

に
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
し
な
い
場
合
、
六
月
分
以
降
の

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

-
児
童
手
当
の
請
求
を

マ
受
給
資
格
者

小

学
校
入
学
前

の
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童

を
二
人
以
上
養
育
し、

一
定
の
所
得

制
限
限
度
内
に
あ
る
人
。
な
お
、
実

子
で
な
く
て
も
、
そ
の
児
童
を
監
護

し
、

二
疋
の
生
計
関
係
が
あ
れ
ば
、

受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
手
当
の
額

二
人
目
の
児
童
に
は

月
額
二
千
五
百
円
、
三
人
目
以
降
の

児
童
に
は
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円

が
、
そ
の
児
童
の
小
学
校
入
学
前
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
(下
図
)。

マ
請

求
方
法

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
へ

①
印
鑑
②
年
金
手
帳
③
金
融
機
関
の

口
座
通
帳

(請
求
者
名
義
)
を
持
参

し
、
手
続
き
を
。
資
格
が
あ
っ
て
も

請
求
し
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

清
水
し
げ

さ

ん

上

田

原

柏
原
和
子

さ

ん

上
川
原
柳
町

渡
辺
芳
郎
さ
ん

矢

沢

小
島

き

ん

さ

ん

御

所

宮
嶋

す

ぎ

さ

ん

上

沢

古
田
と
し
子
さ
ん
平
井
寺

宮
島
は

る

よ

さ

ん

原

町

平

嶋

清

さ

ん

緑

が

丘

高

木

登

次

郎

さ

ん

長

島

徳

山

順

さ

ん

神

科

新

屋

川
崎
ヨ
キ
さ
ん

小

泉

中

村

友

義

さ

ん

下

室
賀

三
'
局
正
三
さ
ん
上
常
国

池
田

義

太

郎

さ

ん

築

地

滝
沢
卯

一

さ

ん

岩

門

近

藤

直

枝

さ

ん

上

田

原

(
四
月
届
け
出
分

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

手
塚
義
登
さ
ん

大
塚
健
一
郎
さ
ん

辰
野
け
い
さ
ん

高
橋
浩
衛
さ
ん

古
畑
幸
雄
さ
ん

小
山
ミ
チ
エ
さ
ん

清
水
智
子
さ
ん

南

一

郎

さ

ん

滝
沢
孝
意
さ
ん

南
野天福鷹中舞岩上神
神匠 常 塩

倉 町田町田田門尻 畑

七五四七六六九四 九
三三三六四三一六 O

該
当
す
る
と
思
う
人
は
必
ず
福
祉
課

(
支
所
)
へ
お
寄
り
く
だ
さ
い
。

マ
支
払
期

二
月
、
六
月
、
十
月
。

届
け
出
し
た
翌
月
分
か
ら
各
前
月
分

ま
で
を
ま
と
め
て
振
り
込
み
ま
す

0

・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
(
内
線

1

6
0
8
)
 

七
四

二
八

鈴

木

数

太

郎

さ

ん

鈴

子

九

一

木

下

一

男

さ

ん

東

前

山

七

五

滝

沢

頼

男

さ

ん

金

剛
寺

七
九

中
村
政
信

さ

ん

黒

坪

七

三

荒

井

多

来

さ

ん

野

倉

六

九

井

沢

ま

さ

い

さ

ん

院

内

八

二

村
山
な
み
子
さ
ん

下

之

郷

六

八

百
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